
 

 

 

 

令和 8年１月 

保健室 

ウイルス性胃腸炎（感染性胃腸炎） 

ノロウイルス・ロタウイルス・アデノウイルスなどの原因菌

が体内に侵入すると、腹痛、嘔吐、下痢、吐き気、発熱の

症状がでます。特に冬になると流行し、集団感染がおこる

場合があります。 

【特徴】 

・少ないウイルス数で（100個以下）発症する。 

・感染者の便から 1か月程度ウイルスが排出される。 ⇒ 感染が広がりやすい！ 

・繰り返し発症する。  

 

トイレの中には感染の危険がいっぱい‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          洗い残しの多いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肩甲骨はがしストレッチ 

肩甲骨を寄せ、背中の筋肉を意識して動かすことがポイントです。１回に５秒ほどかけてゆっく

りと５回行うとよいでしょう。肩甲骨の周囲の筋肉がこると、肩甲骨が自由に動けなくなるた

め、肩甲骨を「はがす」というイメージで行います。 

レバー 

ドアノブ・鍵 

便座 

ペーパーホルダー 

手の甲・指の間 爪・爪の先 手首 親指 

 

予防法は… 

・手をしっかり洗うこと 

・タオルは共有しないこ

と 

その場所を触ると手に

ウイルスが付着する 

感染者が使用する 

 

トイレットペーパーを通して

手に原因ウイルスがつく 

 

 
トイレ内の様々な場所に

ウイルスが付着する 

 

トイレから出るときは、必ずせっけんで手を洗いましょう。

アルコール消毒は効果がないので注意！ 
引用：少年写真新聞社 SeDoc 


